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本書は商用版、教育版の SolidWorks 2011 及び SolidWorks Workgroup PDM と関連する Simulation 製品を

新規インストールまたはアップグレードする際の手順を詳しく説明するものです。 

「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーション ガイド」 については 

SWJ ウ ェ ブ サ イ ト - テ ク ニ カ ル サ ポ ー ト 内 - 参 考 資 料 - ア ド ミ ニ ス ト レ ー テ ィ ブ ガ イ ド

( http://www.solidworks.com/pages/services/ServicePacks.html )の各該当マニュアルをご参照ください。 

 
 

インストールの前に必ずお読み下さい 
 

（１）お客様のシステム構成が次の条件を満たしている事をご確認ください。 

http://www.solidworks.com/System_Requirements （動作環境） 

http://www.solidworks.com/sw/support/PDMSystemRequirements.html (PDM 製品) 
http://www.solidworks.com/sw/support/videocardtesting.html （グラフィックカード・ドライバ） 
http://www.solidworks.com/sw/support/AntiVirus_SW.html （アンチウィルスソフト） 

（２）SolidWorks 2011Beta 版及びプレリリース版からのアップグレードはできません。これらのプログラム 

をお使いの場合は一旦アンインストールの上、SolidWorks 2011 を新規にインストールください。 

（３）SolidWorks 教育版 2011-2012 は教育版用に提供された SolidWorks 2011 DVD からインストールする

必要があります。 

（４）SolidWorks を DVD からインストールする場合には、インストールする PC 上の DVD ドライブからのイン

ストールが推奨です。 

（５）Windows XP では Power User 以上のユーザー権限、Windows Vista、Windows 7 では標準ユーザー以

上のユーザー権限での使用が推奨です。 
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●SolidWorks スタンドアロン版のインストール･･･PartⅠをご覧ください。 

 

●SolidWorks ネットワークライセンス版のインストール･･･PartⅡ ⇒ PartⅠをご覧ください。 

 
※SolidWorks 2011 へアップグレードする前に、全ての SolidWorks ファイル（部品、アセンブリ、図面、ドキ

ュメント テンプレート、シート フォーマット、ライブラリ フィーチャー、フォーム ツール、他にアドイン製品関

連データ等）のバックアップ コピーを取ることを強く推奨いたします。これらのファイルを SolidWorks 2011 

で開き、保存すると、以後旧バージョンの SolidWorks で使用することはできません。 
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Part Ⅰ 
SolidWorks クライアント インストール 
 

 

1．SolidWorks 2011 インストール方法 

1.1 SolidWorks Installation Manager 
 

インストールは、SolidWorks Installation Manager (以下 IM) より行います。IM を使用して SolidWorks 製品の

インストール・アップデート・アンインストールを行うことができます。 
 

・IM は、ダウンロードやインストールのアップデートをチェックします。 

・IM は、内蔵されているダウンロード アクセラレータを利用して、サービスパックの適用やメジャー リリース

のインストールに必要なすべてのファイルをダウンロードします。 
 

IM の詳細については下記「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーション ガイド」の「SolidWorks 

Installation Manager アプリケーションヘルプ」項目をご参照ください。 
 

「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーション ガイド」： 

http://files.solidworks.com/Supportfiles/SW_Installation_Guide/2011/Japanese/install_guide.pdf 

 

 

1.2 SolidWorks 2011 のインストール 
SolidWorks 2011 および関連製品のインストールは、下記いずれかの方法により開始されます。 

●DVDよりインストールを行う場合 (教育版は必ず提供されたSolidWorks 2011 DVDよりインストールを行っ

てください。) 

SolidWorks 2011 DVD を PC にセットすることで IM が自動起動します（注： インストールする PC 上の DVD ド

ライブからのインストールが推奨です。自動起動しない場合は、DVD 内の「setup.exe」 をダブルクリックする

ことで開始されます）。 

●インストールファイルをダウンロードし、インストールを行う場合 (商用版のみ) 

1. Customer Portal にログインし、Download の下にある「Downloads and Updates」をクリックします。 

（https://www.solidworks.co.jp/install の Customer Portal ガイドをご参照ください） 

2. インストールするバージョンを「Select Version」より選択し、SolidWorks タブでインストールを行うサービス

パック、(「XP/Vista 32-bit」等の Edition)の SolidWorks をクリックします。 

3. 「SolidWorks Download EULA」画面で[Japan]をクリックし、内容を確認の上、同意して次へ進むには

[Accept Agreement & Continue]をクリックします。 

4. 「Download and Install」ページの Step 2 で「Download」をクリックし、指示に従い選択を行うと IM が起動し

ます。 

（既にダウンロードされたファイルから IM を開始するには「setup.exe」 をダブルクリックします。） 

 

その後は、表示されるメニューに従い選択または入力を行うことで簡単にインストールされます。 

インストール容量は最大で約 6GB です。全ファイルのダウンロードを行う場合には更に約 8GB の HDD 空き

容量が必要です。IM によって必要な容量が表示され、不足している場合にはメッセージが表示されます。 

なお、インストールに関する詳細はそれぞれの画面において [ヘルプ] ボタンよりご確認ください。 

  

http://files.solidworks.com/Supportfiles/SW_Installation_Guide/2011/Japanese/install_guide.pdf
https://www.solidworks.co.jp/install
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●SolidWorks 2011 のインストールは、基本的に大きく 3 ステップ(画面)で構成されています。 

① インストールタイプの選択 

② シリアル番号の入力 

③ サマリー(設定の確認、変更) 
 

 

  ① インストールタイプの選択 

② シリアル番号の入力 

③ サマリー(設定の変更 / 確認) 
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以下に、インストール中に表示される主なダイアログメニューに関する補足説明を記します。 

『▼』表記は、特定の条件でのみ表示される画面（オプション）を示します。 

 

① インストールタイプの選択 
インストールが開始されると SolidWorks Installation Manager ウィンドウが表示されます。インストールのタイ

プ/オプションを選択し、[次へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●<個人（当コンピュータ上）> 

マシンへの個別インストールです。 ⇒ 次ページへ進む 
 

●<アドミニストレーティブイメージ> 

複数マシンに展開するためのアドミニストレーティブイメージを作成します。⇒ 次ページへ進む 
 

●<サーバー製品> 

選択すると下記オプションが表示されます。 

・<SolidWorks Workgroup PDM Server (ボルト)をこのコンピュータにインストールします。>  

⇒ P.17 へ進む 

・<SolidNetWork License Manager (配布ライセンス)をこのコンピュータにインストールします。>  

⇒ P.20 へ進む 
 

●<ダウンロードのみ> (DVD から IM を起動した場合には表示されません) 

ダウンロードのみを行います。ダウンロードしたファイルから各種インストール/アドミニストレーティブイメー

ジの作成を行うことができます。32bit OS 上で 64bit 版をダウンロードする場合には、64bit 版のＩＭを起動し

ます。 (ダウンロードのみの場合の基本的な手順は P.5 の①②③となり、『③ サマリー(設定の確認、変更)』

画面でのダウンロードオプションについては P.11 ～12 をご参照ください。)  
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② シリアル番号の入力 
お持ちのシリアル番号を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ SolidWorks Motion の欄には、SolidWorks Motion 単体ライセンスをお持ちの場合のみご入力ください。 

※ この画面でシリアル番号を入力しない場合は、eDrawings, SolidWorks Explorer などの無償の製品のみの

インストールとなります。 

 
 

 

 

▼インターネットに接続できない場合に

[次へ]をクリックすると左図の画面が表示

されます。[キャンセル]をクリックすると次

へ進みます。入力したシリアル番号に応

じた製品が自動的に選択されないため、 

③-1 製品変更画面にてお持ちの製品を

選択します。 

 
  

SolidWorks 以外のシリア

ル番号もお持ちの場合は

該当製品左側のチェック

を入れ、表示されたボック

スにシリアル番号を入力

します。 

教育版では SolidWorks

のみにシリアル番号を

入力します。 
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▼ 『① インストールタイプの選択』で<個人>インストールを選択しており、既に旧バージョンの SolidWorks

がインストールされている場合にのみ、この『インストレーションオプション』 画面が表示されます。新規イン

ストールを行うオプション、又は既存インストールのアップグレードを行うオプションを選択し、[次へ]ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１： 既存のバージョンからの SolidWorks 2011 への更新インストールは行わず、一度、既存バージョンをア

ンインストール後に、あらためて SolidWorks 2011 をインストールすることを推奨いたします。 

注 2： SolidWorks 2011 が既にインストールされている場合には、別のサービスパックの新規インストールは

できません。前サービスパックがアップグレードされます。 
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③ サマリー(設定の確認、変更) 

インストールやダウンロード等に合わせて、インストールする製品やオプションを確認/変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認した設定を変更する必要がある場合には各設定の  をクリックすると変更画面が表示されます。 

 

製品・・・入力したシリアル番号に応じた製品が自動的にインストールする製品として選択されます。インタ

ーネットに接続できずシリアル番号の認証が行われていない、またはインストールする製品を変更する場合

にはここで変更します。 ⇒③-1 をご参照ください。 

 

ダウンロードオプション・・・バックグラウンドダウンローダーの設定や、ダウンロードが必要な場合にはダウ

ンロード先のフォルダ、ダウンロード方法が変更できます。 

⇒③-2 をご参照ください。 

 

インストール先・・・SolidWorks のインストール先を変更できます。 

 

Toolbox オプション・・・Toolbox の標準ライブラリの作成場所、作成オプション（新規/アップグレード）に変

更がある場合にはここで変更します。⇒③-3 をご参照ください。 

 

※各変更画面において変更を終了後、「サマリーに戻る」をクリックしてサマリー画面に戻ります。 

このサマリー画面からダウンロード(必要な場合)とインストールを開始します。 

  

表示されていない設定内容

を確認する場合は各項目

名の  をクリックすると表

示されます。 
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▼ 『② シリアル番号の入力』でネットワーク版のシリアル番号を入力した場合のみ『③ サマリー(設定の確

認、変更)』から[(ダウンロードと)インストール]を開始すると、SNL サーバー位置指定のダイアログが表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

ガイダンスを読み「25734@サーバー名」のように入力し、[OK]をク

リックします。 

 

 

 

 

③-1 「製品」変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インストールするパッケージを変更する場合には「別のパッケージ/製品の選択」をクリックします。表示され

た画面でパッケージを変更します。 

・「当パッケージとは別に、購入可能なすべての製品を表示します」にチェックを入れ[OK]をクリックすると、

購入可能なすべての製品が表示されます。 

※ 2D Editor は SolidWorks のインストールには含まれず、ダウンロードのみで提供されます。詳細は

「Customer Portal ガイド」をご参照ください。 

チェックボックスにチェックが入っている製

品がインストールされます。インストールし

ない製品はチェックを外します。 

教育版では SolidWorks Premium が

選択されていることを確認します。 

教育版は SolidWorks Simulation、SolidWorks 

Motion、SolidWorks Flow Simulation も選択さ

れていることを確認します。 
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③-2 「ダウンロードオプション」変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックグラウンドダウンローダーについては  をクリックすると詳細を確認できます。 

 

▼ マニュアルダウンロード画面 

ダウンロードオプション画面で「マニュアルダウンロード実行」にチェックが入っている場合のみ、『③ サマリ

ー(設定の確認、変更)』で[ダウンロードとインストール]をクリックすると下記画面が表示されます。 

※「マニュアルダウンロード実行」オプションは通常のダウンロードがネットワークのセキュリティ等で実行で

きない場合に選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「マニュアルダウンロードする場

合はここをクリックします」リンク

をクリックすると、次画面が表示

されます。 

 

インストールで行うオプション

を選択します。 

ダウンロードを行うフォル

ダ位置を変更する場合に

は[参照]をクリックして指

定します。 

今後のサービスパックのダウ

ンロードを自動にバックグラウ

ンドで行う場合にはチェックし

ます。 
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ここに表示されている全てのファイルのダウンロードが終わりましたら、IMの画面（マニュアルダウンロード画

面）で[次へ]をクリックします。③-2 「ダウンロードオプション」で「ダウンロードしてインストールしてください」

オプションを選択している場合は自動的にファイルの解凍が行われ、インストールが開始されます。 

  

それぞれのリンクをクリックし、

③-2 で指定されているフォルダ

に全て保存します。 
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③-3 「Toolbox オプション」変更画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. <新規 2011Toolbox 作成>・・・新規に SolidWorks 2011 の SolidWorks Toolbox を作成します。 

 

b. <バージョン Toolbox アップグレード>・・・既存の SolidWorks Toolbox をアップグレードします。 

▼ 既に旧バージョンの SolidWorks がインストールされている場合にのみこのオプションは表示されます。 

旧バージョンのSolidWorks Toolbox を保持した上で、そのコピーをアップグレードする場合には、このオプショ

ンを選択し[参照]をクリックしてコピーした先のフォルダを指定します。 

 

c. <既存の Toolbox を使用します>・・・既存の SolidWorks Toolbox をアップグレードしてそのまま使用します。 
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インストールが完了すると、 「インストレーション完了」 画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「SolidWorks 2011 の新規項目を表示」にチェックが入っていると、[完了]をクリック後に新規機能のガイド文

書(PDF)が起動します。 

・「インストレーションをより良くするために、アンケートにご協力ください。(英語のみ)」にチェックが入ってい

ると、[完了]をクリック後にインストールに関してのアンケート（英語）が表示されます。 
 

・「SolidWorks ユーザーパフォーマンス フィードバックプログラム」では、インターネットに接続できる環境で

あれば「はい、参加します」を選択します。SolidWorks が実際の使用でどのように動作しているかを把握し、

今後の開発に役立てることを目的としたものです。SolidWorks の起動／終了時間、使用状況等、いくつかの

情報を記録したログファイルが生成されます。インターネットに接続できる環境の場合にのみ、定期的に

SolidWorks 社へ自動送信が行われます。この設定はインストール後、SolidWorks のツール／オプションでも

変更できます。 
 

なお、[完了]をクリックした後、PC を再起動するかのメッセージが表示された場合は、他のソフトウェアを終

了の上、必ず PC の再起動を実施ください。 
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 SolidWorks インストールについての補足事項  
 

SolidWorks の変更/修復、削除 

○インストール完了後に製品の変更/修復を行う場合にはコントロールパネルの「プログラムの追加と削除」

より SolidWorks 2011 を選択し[変更]をクリックします。インストール時と同様の手順で変更（または修復）する

ことが可能です。 
 

○製品の削除を行うにはコントロールパネルの「プログラムの追加と削除」より SolidWorks 2011 を選択し 

[削除]をクリックします。手順に従い選択した製品を削除することができます。 

 

 

SolidWorks のサービスパック (SP) アップグレード 

新しい SP へのアップグレードを行うには、アップグレードを行う SP の IM を起動することにより開始できます。 

 

新しい SP の IM を起動するには・・・ 

○Windows タスクバー通知領域に表示されたバックグラウンドダウンローダーのメッセージをクリック 

（バックグラウンドダウンローダーについては P.11 を参照） 

⇒バックグラウンドダウンローダーのオプションが「アップデート自動チェック」になっている場合には新しいバ

ージョンがある旨のメッセージをクリックすると IM が起動します。 

⇒バックグラウンドダウンローダーのオプションが「アップデート自動ダウンロード」になっている場合には新

しいサービスパックのダウンロード終了後にメッセージが表示されます。 

※ バックグラウンドダウンローダーのオプションは Windows タスクバー通知領域のバックグラウンドダウン

ローダーアイコン をクリックすることによりメニューが表示されます。ここより自動ダウンロードの保存先を

変更することも可能です。 

 

○Windows の「すべてのプログラム ＞ SolidWorks Installation Manager ＞ ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ ﾁｪｯｸ」を実行 

 

○SolidWorks の 「ヘルプ ＞ ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ ﾁｪｯｸ」を実行 

 

○「http://www.solidworks.com/」の Customer Portal にログイン後、Downloads and Updates をクリックし、該

当する SP の SolidWorks リンクをクリック 

 

手順に従い、アップグレードをおこなう SP の IM が起動したら、P.5～14 と同様の手順でアップグレードをおこ

ないます。ただし、アップグレード時には P.5 の「②シリアル番号の入力」画面は表示されません。 
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2．製品のアクティベーション 
 

SolidWorks 2011 ではライセンス認証システム「ライセンスアクティベーション」が導入されております。ライセ

ンスアクティベーションは、インストールの過程においてソリッドワークス製品の正規ユーザーを安全かつス

ムースに認証するプロセスです。 

 

●スタンドアロン版のライセンス アクティベーション対象製品は下記となります。 

※ SolidWorks Standard 

※ SolidWorks Office 

※ SolidWorks Professional 

※ SolidWorks Premium 

※ SolidWorks Add-in 製品 (SolidWorks Workgroup PDM Viewer を除く) 

※ SolidWorks Simulation Professional 

※ SolidWorks Simulation Premium 

※ SolidWorks Flow Simulation 

※ SolidWorks Motion 

 

●SolidWorks 2011 および SolidWorks Simulation 2011 のプログラムをインストールした場合、最初の起動時

に『SolidWorks 製品のアクティベーション』画面が表示されますので、“今 SolidWorks 製品をアクティブ化す

る”を選択したまま、<次へ>をクリックし、手順に従いアクティベーションを行います。 

 

ライセンスアクティベーションについての詳細は、以下ページ内にある関連文書(ライセンスアクティベーショ

ン操作マニュアル等)をご参照ください。 

https://www.solidworks.co.jp/install （商用版） 
http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm （教育版） 

https://www.solidworks.co.jp/install
http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm
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3．SolidWorks Workgroup PDM のインストール 
 

3.1 SolidWorks Workgroup PDM のライセンス 
SolidWorks のアドイン製品として SolidWorks Workgroup PDM をインストールする際、SolidWorks Professional

または Premium が必要です。または SolidWorks を使用しない SolidWorks Workgroup PDM クライアント

(SolidWorks Explorer)のインストールには SolidWorks Workgroup PDM Contributor のシリアル番号（P.7 『② 

シリアル番号の入力』画面で SolidWorks Workgroup PDM に入力します）または SNL ライセンスが必要です。

SolidWorks Workgroup PDM Viewer をインストールするには SolidWorks Workgroup PDM Viewer のライセン

スキーが必要になります。 

※以前のバージョンで PDMWorks Advanced Server をお使いの場合、SolidWorks2011 でインストールする製

品は「SolidWorks Workgroup PDM Viewer」となります。 

 

3.2 SolidWorks Workgroup PDM Server のインストール 
P.6 『① インストールタイプの選択』画面において、<サーバー製品>の<SolidWorks Workgroup PDM Server 

(ボルト)をこのコンピュータにインストールします> を選択し、[次へ]をクリックします。 

（▼旧バージョンの SolidWorks Workgroup PDM がインストールされている場合は、<サーバー製品>の<こ

のコンピュータの SolidWorks Workgroup PDM Server バージョン  SP○○をアップデートします> を選択し

ます。）  

※アップデート後のボルトデータは以前のバージョンの SolidWorks Workgroup PDM と使用することはできな

くなるため、アップデート前にボルトデータのバックアップコピーを取ることを強く推奨いたします。 

 

 

  

サマリー画面から設定

の変更ができます。 
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サマリー画面で [SolidWorks Workgroup PDM Server] の変更をクリックするとオプション画面が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールの設定が終了したら[サマリーへ戻る]をクリックし、サマリー画面から[今すぐインストール]をクリ

ックしてインストールを開始します。 

 

 

SolidWorks Workgroup PDM Server インストール完了後、ファイアウォールをお使いのマシンではファイアウ

ォールの設定を以下のように行う必要があります： 

Windows でスタート（Start）、すべてのプログラム（Programs）、アクセサリ（Accessories）、システム ツール

（System Tools）、セキュリティ センター（Security Center）をクリックします。 

Windows ファイアウォールをクリックします。 

例外（Exceptions）タブでポートの追加（Add Port）をクリックし、SolidWorks Workgroup PDMアクセスのための

3 つのポートを追加します。 デフォルトのポートは 20000 (VaultAdmin)、30000 (Data)、40000 (Request)とな

ります。 

 
 

  

ここで Vault Data（ボルトデータ）

の位置やインストールする製品を

設定します。 
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3.3 SolidWorks Workgroup PDM Clients のインストール 
Workgroup PDM Clients を使用する場合は SolidWorks Explorer をインストールします。 

P.10 ③-1 製品の変更画面において、SolidWorks Explorer/ Workgroup PDM をクリックして展開すると以下

のような画面を確認することができます。 

 

 

 

 

 

[SolidWorks Workgroup PDM アドイン] は SolidWorks Explorer 初期起動時に、SolidWorks Workgroup 

PDM アドインを有効にする場合に選択します。 

[SolidWorks Workgroup PDM クライアントアドイン] は SolidWorks 上で、SolidWorks Workgroup PDM アド

インを使用する場合に選択します。 

[SolidWorks Workgroup PDM VaultAdmin] （ボルト管理ツール）をインストールするかを選択します。 

 

 

 

VaultAdmin をインストールした場合はログインできるか

をご確認ください。デフォルトは下記です。 

・ユーザー名      : pdmwadmin 

・パスワード      : pdmwadmin 

・ボルトコンピュータ : Vault がインストールされている PC

のホスト名です。Vault がインストールされている PC で 

VaultAdmin を実行する場合は、localhost と入力します。 

 

 

Client、VaultAdmin のアップグレードに関しては、SolidWorks Workgroup PDM オンラインヘルプをご参照くだ

さい。 

 

(補足) SolidWorks Workgroup PDM Viewer 

詳細については P.4 の「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーション ガイド」の、「Workgroup 

PDM Viewer」をご参照ください。 
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Part Ⅱ 
SolidWorks SolidNetWork License(SNL) Manager インストール 
 

注意事項 
 

(1) SolidWorks 2011 SolidNetwork License Manager (以下、SNL Manager)は SolidWorks 2004 ～ SolidWorks 

2010 SNL Manager と同一サーバー内で使用することができません。SolidWorks 2004 ～ SolidWorks 2010 

SNL Manager を削除した上で SolidWorks 2011 SNL Manager をインストールするか、別のサーバーにインスト

ールする必要があります。 

(2) SolidWorks 2003 用、またはそれ以前のバージョンのライセンスを SolidWorks 2011 にアップグレードしな

い場合、SolidWorks 2003 以前の SNL Manager と SolidWorks 2011 の SNL Manager は動作環境が異なるた

め、インストールするサーバーを分ける必要があります。 

(3) SolidWorks 2011 で SNL Manager はスタンドアロン版と同様にライセンス認証システム「ライセンスアクティ

ベーション」によりライセンスを取得します。 SNL ライセンスファイルとドングルは必要ありません。詳細は

https://www.solidworks.co.jp/install （商用版） 
http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm （教育版） 

のライセンスアクティベーションについての項目をご参照ください。 

※トライアドサーバーについては、アクティベーションは導入されておりません。SNL ライセンスファイルとドン

グルが必要です。上記「各種ガイド」内の「3 サーバー（トライアド）構成 ガイド」をご参照ください。 

(4) SolidWorks 2011 の SNL Manager をお使いいただくには、シリアル番号に対して SolidWorks 2011 の使用

権利が必要です。 

(5) クライアントで SolidWorks 2011 をご使用いただくには SNL Manager 2011 が必要です。 

 

本セクションでは、SolidWorks 2011 SNL Manager のインストール、機能、操作、運用についての代表的な方

法について説明します。また、P.4 の「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーション ガイド」にも

SNL Manager インストレーションについて掲載されています。併せてご参照ください。 
 

 

1．概要 
SolidNetWork ライセンス（SNL）では購入ライセンスを”フロート”することにより、お求めになったライセンス

数を超過することなく、SolidWorks やアドイン製品のシート数を実際のライセンス数よりも多くインストールで

きます。 

 

以下に SolidNetWork ライセンスの典型的なシステム構成例を記します。 

・LAN 上で PC（Windows XP Professional）が例えば 31 台稼働している。 

・その内の 1 台に SNL Manager をインストールしてライセンス サーバーとして機能させる。購入したライセン

ス数は仮に SolidWorks Premium 30 ライセンスとする。 

・残りの 30 台の PC には SolidWorks をライセンスクライアントとしてインストールする。 

・任意の SolidWorks ライセンスクライアントで 1 台目の SolidWorks を起動する。この際に、ライセンスサーバ

ーと通信し、1 ライセンスの使用許可を得る。その結果、あと 29 ライセンスが使用可能数として残る。 

・同様に、残りの任意の PC で SolidWorks を起動し、最大 30 台の同時使用が可能。 
  

https://www.solidworks.co.jp/install
http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm
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2．バージョンアップ手順 
SolidWorks 2011 では、ライセンスサーバー上の SNL Manager をアップグレードすることが可能になりました。

ただし、SolidWorks 2010 からのアップグレード時には旧バージョンでライセンスをトランスファーした上で SNL 

Manager をアップグレードします。サービスパック（SP）間のアップグレードではトランスファーは必要ありませ

ん。インストール方法は、次項目「インストール手順」をご参照ください。 

バージョンアップ実行前に、ライセンスを使用しているクライアントがいないことを確認し、ライセンスサーバ

ーを停止する必要があります。詳しい手順と注意事項については P.4 の「SolidWorks インストレーション及び

アドミニストレーション ガイド」をご参照ください。 
 

 

3．インストール手順 

3.1 インストールの全体手順 
 

標準的な作業手順は下記のとおりです。 

1. SolidWorks ライセンスサーバーへの SNL Manager インストール 

2. SolidWorks ライセンスサーバーでのアクティベーション 

3. クライアントＰＣへの SolidWorks のインストール 

本セクションでは、上記手順をベースに説明します。 
 

3.2 SNL Manager インストール手順 
 

P.6 『① インストールタイプの選択』画面において、<サーバー製品>の<SolidNetWork License Manager (配

布ライセンス)をこのコンピュータにインストールします> を選択し[次へ]をクリックして「SolidNetWork License 

Manager オプション」画面を表示させます。 

 

ネットワーク版の複数

シ リ ア ル 番 号

（SolidWorks Simulation

など別製品のシリアル

番号が別途ある場合、

SolidWorks シリアル番

号が複数ある場合）を

お持ちの場合は、左図

のようにカンマ区切りで

シリアル番号を入力し

ます。 

※同一製品に対する複数シリアル番号は、購入代理店とサブスクリプションサービス期間が同じである必要

があります。それ以外の場合で同一サーバーにて運用をおこないたい場合には購入代理店までご相談くだ

さい。 

  

16 桁、または 24 桁のシリアル番号

を入力し、[次へ]をクリックします。 
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3.3 ライセンスサーバーでのライセンスアクティベーション手順 

ライセンスのアクティベーションによりお持ちの製品をサーバー上で認識させることができます。 

アクティベーション前に SNL Manager を起動すると左図

のような画面が表示されます。[はい]をクリックすると、

次画面が表示されます。アクティベーションを実行せず

に SNL Manager を起動する場合には、[いいえ]をクリッ

クします。トライアドサーバーの場合にはアクティベーシ

ョンは行いませんので[いいえ]をクリックします。 

 

(1) アクティベーションウィザードの起動 

ファイアウォールをご使用の場合には「こ

のサーバーのファイアウォールは使用中

です」にチェックを入れます。 

ポート番号は 25734 と 25735 がデフォル

ト設定されます。この値が他の SolidWorks 

以外のシステムと干渉する場合は、1024 

から 60000 の間で変更できます。 

また、オプションファイルを使用する場合

には「オプションファイル」にチェックを入

れ、[参照]ボタンよりオプションファイルの

パスを指定し、[編集]ボタンよりオプション

ファイルの新規作成、または既存ファイル

の編集を行います。オプションファイルの

使用例は P.31 を参照してください。 

 

(2) アクティベーション方法の選択 

 

インターネット経由でアクティベーションを

行うか、電子メールでアクティベーション

を行うかを選択します。 

連絡情報の電子メールに入力後、[次へ]

をクリックします。インストール時のライセ

ンス情報画面で複数シリアル番号を入力

した場合には、ここでアクティベーション

を行うシリアル番号を 1 つまたは複数選

択します。複数のシリアル番号を選択す

ると同時にアクティベーションする事が可

能です。 

 

 

※ アクティブ化の方法として「電子メールをマニュアルで送信」を選択した場合には、複数シリアル番号を同

時にアクティベーションすることはできません。  
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(3) ▼マニュアルでのアクティベーション画面((2)で「電子メールをマニュアルで送信」を選択した場合のみ) 

「電子メールをマニュアルで送信」はインターネットにつながっていない環境、または「インターネットを自動的

に使用」でアクティベーションをおこなうことができない場合に使用します。 

 

(a) [保存]をクリックし任意の場所に、

「SWActivateRequest_・・・」(リクエスト)ファ

イルを保存します。 

 

(b) 「SWActivateRequest_・・・」ファイルを 

activation@solidworks.com まで添付ファ

イルとして送信します。 

 

(c) 数分後に「SWActivateResponse_・・・」

(レスポンス)ファイルが返信されてきます

ので、任意の場所に保存し、[開く]より保

存したレスポンスファイルを参照します。 

 

 

 

(4) アクティベーション完了画面 

 

 

 

アクティベーションが完了すると、

認証された製品名と本数が表示

されます。 

[完了]をクリックするとアクティベ

ー シ ョ ン が 完 了 と な り 、 SNL 

Manager が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

これでライセンスサーバーへの SNL Manager のインストールとライセンスのアクティベーションは終了です。 

 

ライセンスクライアントのインストールは、 

⇒Part Ⅰ SolidWorks クライアントインストールをご参照ください 

  

mailto:activation@solidworks.com
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3.4 SNL Manager インストール後の追加ライセンスアクティベーション/トランスファー手順 
 

(1) SNL Manager 画面 

 

 

 

アクティベーションしていない状態の

場合は SNL Manager を起動し、[変更]

をクリックします。アクティベーションウ

ィザードが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

(2) トランスファー/再アクティベーション画面 

既にアクティベーションされた状態で[変更]をクリ

ックすると、左図の画面が表示されます。 

○3.3 （2）項目で他シリアル番号のアクティベー

ションを行う場合はここで「ソフトウェアライセンス

のアクティブ化/再アクティブ化」を選択します。 

○ライセンスのトランスファーを行う場合にはここ

で「ソフトウェア ライセンスのトランスファー」を選

択します。 

サービスパックのアップグレード時や、アンインス

トールを行う際にライセンスサーバーマシンの変

更を行わない場合にはトランスファーは必要あり

ません。 

注意！ SNL Manager のライセンストランスファー回数には制限があります。「トランスファー可能な数を超え

ています」とのメッセージが表示され、トランスファーが行えなくなった場合には代理店までご連絡ください。 

 

(3) 詳細オプション 

SNL Manager のサーバーアドミニストレーションタブで[オプション]をクリッ

クすると左図のダイアログが表示されます。通常は「アクティベーション使

用」オプションを選択します。トライアドサーバー運用時と、トラブル対応時

等に一時ライセンスが発行された場合のみ「ライセンスファイル使用」オ

プションを選択します。その後同タブで[変更]をクリックし、ライセンスファ

イル使用のためのウィザードでライセンスファイルを読み込みます。 
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4．SNL Manager に関する機能・操作説明 
 

4.1 ライセンスサーバー上での SNL Manager 
 

ライセンスサーバー上で SNL Manager を使用した操作を以下に順次説明します。 

 

ライセンスサーバーPC に Administrator でログインし、SNL Manager を起動します（「スタート」→「すべてのプ

ログラム」→[SolidWorks <バージョン番号>]→「SolidNetWork License Manager」→「SolidNetWork License 

Manager」）。下記画面が表示されます。 

※ライセンスサーバー上のSNL Manager では、[ライセンスを借りる]タブと[ライセンス順序]タブは使用しませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーバーアドミニストレーションタブの [ログファイルを表示(V)] をクリックすると、次ページのようなテキスト

ファイルが表示されます。このログの中には、SolidWorksおよびAdd-inの使用者アカウント、開始・終了時間

が時系列で表示されます。また、この内容は、テキストファイルとして保存できます。 
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--------- ログファイル例 ------------------------- 

11:17:17 (SW_D) OUT: "solidworks" Administrator@PC-1   

11:17:36(SW_D) UNSUPPORTED: "photoworks" (PORT_AT_HOST_PLUS) Administrator@PC-1 (License 

server does not support this feature (-18,327)) 

11:17:36(SW_D) UNSUPPORTED: "swoffice" (PORT_AT_HOST_PLUS) Administrator@PC-1 (License server 

does not support this feature (-18,327)) 

11:17:36 (SW_D) OUT: "swofficepremium" Administrator@PC-1   

11:23:05 (SW_D) IN: "swofficepremium" Administrator@PC-1   

11:33:34(SW_D) UNSUPPORTED: "featureworks" (PORT_AT_HOST_PLUS) Administrator@PC-1 (License 

server does not support this feature (-18,327)) 

11:33:34 (SW_D) OUT: "swofficepremium" Administrator@PC-1   

11:35:30 (SW_D) IN: "swofficepremium" Administrator@PC-1   

11:39:41 (SW_D) IN: "solidworks" Administrator@PC-1   

12:08:06 (SW_D) OUT: "solidworks" Administrator@PC-2   

--------------------------------------------------------- 

 

 

 

ライセンス サーバー／ [停止（O）]をクリックすると、下記確認ダイアログが表示されます。 

（注）ライセンス使用中にサーバーを停止しないようご注意ください。必ず「ライセンスの使用状況」タブでライ

センスが使われていないことをご確認ください。 
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4.2 ライセンスサーバー/クライアント共通の SNL Manager 操作方法 
 

 

 

[ライセンスの使用状況]タブには、ライ

センスサーバー名、ライセンスの合計

数、未使用ライセンス数が表示されま

す。左図では、ライセンスクライアント

が 1 台も立ち上がっていない状態であ

り、20 ライセンスが使用可能であるこ

とを示しています。 

 

 

 

 

 

 

左図は、SolidWorks クライアントが 2 台、

11 月 1 日 10 時 6 分と 10 時 10 分に起

動したことを表示しています。 

 

ライセンスを貸し出しているクライアン

トもここに表示されます。返却期限が

「返却日」に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

[サーバーのリスト]タブには、使用する

ライセンスサーバーが表示されます。 

複数サーバーを使用する場合には[追

加]をクリックして「25734@サーバー名」

で追加します。 
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4.3 ライセンスクライアント上での SNL Manager 
 

ライセンスクライアント PC にログインし、[スタートメニュー]→[すべてのプログラム]→[SolidWorks <バージョ
ン番号>]→[SolidWorks ツール]→[SolidNetWork License Manager]を起動すると、以下のダイアログでライセ

ンス情報確認を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SolidWorks 使用者が、例えば ScanTo3D をアドインしようとした時に

既に全てのライセンスが他のユーザーにより使用されている場合は、

警告画面が表示されます。<はい>をクリックすると SNL Manager が起

動し、現在使用しているユーザーを確認することができます。 

 

 

 

ライセンスサーバーが立ち上がっていない時やライセンスサーバーに

接続できない場合にライセンスクライアントをスタートさせると、左図の

エラーメッセージが表示されます。 

 

 

  

[ライセンスの使用状況]タブには、現在のライセ

ンス使用状況が表示されます。 

 

製品名を SolidWorks Premium に変更すると

SolidWorks Premium のライセンス使用状況を見

ることができます。 
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●クライアントでライセンスを借りる場合は、借りる期限と製品の種類を選択し[借りる(B)]ボタンをクリックし

ます。借りる期限は 30 日までです。31 日以上の日付を設定することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Premium 等のパッケージを借りる必要がない場合には「製品選択」画面で SolidWorks Standard を選択し

ます。 

 

●ライセンスの取得順序の変更(クライアントでの設定) 

 [ライセンス順序]タブに表示されているパッケージ製品を並び替えることにより、クライアントがライセンスを

取得する順序を変更することができます。 

下記の図では SolidWorks Standard、SolidWorks Premium、SolidWorks Simulation Premium ライセンスを持

っている場合の例になります。 

SolidWorks Simulation Premium を上にすると、SolidWorks で Simulation をアドインした時に SolidWorks 

Premium ではなく、先に SolidWorks Simulation Premium ライセンスを取得します。その後 Simulation 製品以

外の SolidWorks Premium 製品を使用すると SolidWorks Premium ライセンスも取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お持ちのパッケージ「SolidWorks Premium」など

を選択して期限を設定し[借りる(B)]」ボタンをク

リックします。 

次に「製品選択」画面で必要パッケージが表示

されている状態で[OK]をクリックします。 
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5. システム環境条件等補足説明 
 

5.1 ライセンスサーバー管理者がいること 
 

・管理者はどのクライアントにどの製品がインストールされているか等、クライアントの構成を把握している必

要があります。 

・ライセンスサーバーにトラブルが発生する可能性は否定できません。その影響度を考えると、トラブル時に

管理者による迅速な対応ができる体制が必須です。 

 

 

5.2 ライセンスサーバー 
・Windows XP Professional、Windows 2008 Server、Windows 2003 Server (推奨)がインストールされているコ

ンピュータにインストールする必要があります。 

・ライセンスサーバーには、固定 IP アドレスを割り振り、クライアントから名前解決ができることが必要です。 

・ワークステーションの場合は、Windows 仕様としてクライアントからの同時コネクション数は最大 10 の制限

がありますが、SNL としての使用制限にはなりません。 

・ライセンスクライアントからルータを介してライセンスサーバーと通信する場合も、TCP/IP 上での名前解決

メカニズムに依存します。（サーバー名指定時のドメイン名の付加は不要） 

・サーバーへの 25734 及び 25735（デフォルト時）ポートへの通信が、途中に存在するルータ、ファイアウォー

ル、ゲートウェイ等を通過できることが必要です。 

・SolidWorks ファイルサーバー／クライアントインストール構成の場合は、ライセンスサーバーPC を

SolidWorks ファイルサーバーとは別に構築することを推奨します。 

・ライセンスサーバーには SolidWorks および他のアプリケーションをインストールせずに、クリーンな状態にし

ておくことを推奨します。 

・SolidWorks 2011 SolidNetwork License Manager では SolidWors2004～2011 を動かすことができます。 

 

 
  ファイアウォールをお使いのマシンではファイアウォールを設定する必要があります。 

Windows ファイアウォールの設定方法： 

SNL では 2 つのポートを使用しています。 

デフォルトのポート番号 (IN)･･･25734、 (OUT)･･･25735 

Windows でスタート（Start）、すべてのプログラム（Programs）、アクセサリ（Accessories）、システム ツール

（System Tools）、セキュリティ センター（Security Center）をクリックします。 

Windows ファイアウォールをクリックします。 

例外（Exceptions）タブでポートの追加（Add Port）をクリックし、名前「SNL in」･･･ポート番号「25734」。名前

「SNL out」･･･ポート番号「 25735 」を追加します。 
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5.3 ライセンスクライアント 
 

・ライセンスを確認するタイミング、間隔を指定することはできません。また、これらの情報は公開されており

ません。 

・保存等の重要な処理・操作中にライセンスサーバーを認識出来なくなったときは、少なくともそれらの処理

が終了するまでの間は、動作が継続します。 

・ライセンスサーバーを認識出来なくなった場合でも、次にライセンスを確認するまでのしばらくの間

SolidWorks クライアント側での操作が可能です。 

・SolidWorks 社製品以外の Add-In 製品は、SolidNetWork 管理対象外です。SolidNetWork 稼働環境でのそ

れらのアプリケーションの使用にあたっては、各ソフトウェアメーカーへお問い合わせください。 

 

 

5.4 全般 
 

・タイムアウトのデフォルト（即ち下記 sw_d.opt ファイルでの指定がない場合）は 120 分です。この間何も操作

がないと使用権がタイムアウトし、サーバー側にライセンスを戻します。 

・以下手順で「sw_d.opt」ファイルに記述を行うことで 15 分以上のタイムアウト時間を設定可能です。 

1. P.22 3.3 (1)の画面で「オプションファイル」にチェックを入れ、[参照]ボタンをクリックし、「sw_d.opt」ファイル

の作成場所を指定します。 

（デフォルトパスは<SolidNetWork License Manager インストールフォルダ> \licenses） 

2. P.22 3.3 (1)の画面で[編集]ボタンをクリックし、指定したオプションファイルのパスに「sw_d.opt」ファイルが

存在しない場合には「新しく作成しますか？」とのメッセージが表示されますので[はい]をクリックします。 

表示されたテキストに以下を記述し、ファイルを保存します。 

TIMEOUTALL <指定秒数> 

<指定秒数> 部分を 900（即ち 15 分）、またはそれ以上の数に置き換えます。60 分の設定例は下記のよ

うになります。 

TIMEOUTALL 3600 

3. その後、サーバーアドミニストレーションタブで[停止]、[開始]の順でボタン選択することによりオプション

設定が適用されます。なお、指定した秒数と実際のタイムアウト時間との間には若干のずれが生じる場合

があります。 

・タイムアウト後、クライアント側で操作を再開した後に、ライセンスを自動で再取得します。 

・タイムアウト後、ライセンスを再度取得に行った時点で残りのライセンスが無くなっていた場合でも、保存等

の重要な操作は可能です。 

 

・ライセンスを新規に購入し、ライセンスサーバーに追加する操作を、平常運用時に実施したい場合、SNL 

Manager で、ライセンスの再アクティベーションを実行した後、[停止]、[開始]の順でボタン選択します。これ

により、新規ライセンス数に更新されます。クライアント側では、ライセンスを自動で再取得します。上記の間、

クライアント側での SolidWorks の再起動は不要です。 

 

・FLEXnet についての詳細（上記タイムアウト時間設定以外のオプション等）は下記の「FLEXlm End Users 

Guide(英文のみ)」をご参照ください。 

http://www.solidworks.com/pages/services/ServicePacks.html  

http://www.solidworks.com/pages/services/ServicePacks.html
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・ライセンスサーバーを切り替える場合は、下記手順で行います。 

1. 使用中の SolidWorks クライアントを全て終了させる。 

2. 現在のライセンスサーバーを停止し、ライセンスをトランスファーする。 

3. 新しいライセンスサーバーでライセンスをアクティベーションする。 

4. ライセンスサーバーを開始する。 

5. SolidWorks クライアント側 SNL Manager の「サーバーのリスト」タブで、旧サーバー名を削除し、新しいサー

バー名を追加する。 

6. SolidWorks クライアントを起動する。 

※SNL Manager のトランスファー回数には制限があります。「トランスファー可能な数を超えています」とのエ

ラーによりトランスファーが行えなくなった場合には代理店までご連絡ください。 

 

・SolidWorks クライアント側へのインストール時、または SolidWorks クライアント側 SNL Manager の「サーバー

のリスト」タブで、ライセンスサーバー名を 2 つ以上設定しておくことが出来ます。クライアントからアクセスす

る順番は、リストの一番上にあるサーバーから使用可能なライセンスを取得します。 

 

・ライセンスサーバーは通常 1 台／サイトです。ただし、非常にクライアント台数が多い場合等は、状況によ

っては複数のライセンスサーバーを同一 LAN 上で稼働させることは可能です。 

・同一製品に対して購入先が異なるライセンスサーバーを同一 LAN 内で同時に使用する場合は、下記運用

とします。 

-購入代理店別に、ライセンスサーバーPC を分けます。例えば、ライセンスサーバーPC_A では代理店Ａ

から購入したライセンス（例として 30 ライセンス）を稼働させ、ライセンスサーバーPC_B では代理店Ｂから

購入したライセンス（例として 70 ライセンス）を稼働させます。ライセンスサーバーの統合を希望する場合

には購入代理店までお問い合わせください。また、1 台のＰＣ上で同一バージョンの SNL Manager を複数

稼働させることはできません。 

 

・各クライアント PC で使用するライセンスサーバーをあらかじめ固定・登録することが必要です。例えば上記

条件で、LAN 上に 100 台のクライアント PC がある場合、30 台にはライセンスサーバーPC_A のシリアル番号

で SolidWorks をインストールし、残りの 70 台にはライセンスサーバーPC_B のシリアル番号で SolidWorks を

インストールします。 

 

・Add-In 製品については、SolidWorks Premium や SolidWorks Simulation Premium としてライセンス管理され

ます。 
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Part Ⅲ 
複数のクライアントマシンへのインストール 
 

 

1．アドミニストレーティブイメージによる SolidWorks インストール 

 

アドミニストレーティブイメージは、ディスク上のソースイメージと同じように、製品をインストールするためのソ

フトウェアのソースイメージです。アドミニストレーティブイメージを作成し、クライアントで展開することにより、

複数のクライアントに SolidWorks 製品のインストールが可能です。 

詳細については P.4 の「SolidWorks インストレーション及びアドミニストレーション ガイド」の、「複数インスト

レーション」をご参照ください。 

 

1.1 SolidWorks の新規アドミニストレーティブイメージ作成 
 

アドミニストレーティブイメージ作成の際の基本的な手順は P.5 ①②③となります。 

(1) イメージを作成するマシンにおいて DVD を挿入後、P.6 『① インストールタイプの選択』画面において、 

<アドミニストレーティブイメージ>の<新規イメージをデフォルト設定を使用して作成します。>を選択します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 32bit 版と 64bit 版のアドミニストレーティブイメージ両方を作成する場合には「両方(32-bit と 64-bit)の・・・」

オプションを選択することにより、順に作成されます。（両方の DVD メディア、または両方のダウンロードファ

イルが必要です） 

 

(2) P.7 ②シリアル番号の入力画面ではスタンドアロン版とネットワーク版が混在の環境で、スタンドアロン版

において自動アクティベーション(P.35 参照)を行う場合には、SolidWorks はスタンドアロン版のシリアル番号

を入力する必要があります。 

 

(3) サマリー画面からは「アドミニストレーティブイメージに含める製品」、「ダウンロードオプション」、「アドミニ

ストレーティブイメージ位置」を設定できます。P.9 ③ サマリー(設定の確認、変更)を参考に、各設定をおこ

ないます。 

※eDrawings などのアドイン製品や Simulation 製品もアドミニストレーティブイメージに含むことができます。 

 

設定完了後は [今すぐ作成]または[ダウンロードとイメージ作成]をクリックし、アドミニストレーティブイメージ

の（ファイルダウンロードと）作成を開始します。 

  

アドミニストレーティブイメージを作

成するフォルダを指定します。 
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2. SolidWorks アドミニストレーティブイメージ オプションエディタ 
 

アドミニストレーティブイメージの作成完了後、SolidWorks アドミニストレーティブイメージ オプションエディタ

(以下、オプションエディタ)を使用してクライアントへのインストール設定をおこないます。 

 

(1) オプションエディタの起動 (下記いずれかにより起動します) 

・アドミニストレーティブイメージ作成完了後に自動で起動。 

・作成されたアドミニストレーティブイメージ内にある sldAdminOptionEditor.exe をダブルクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 設定対象を 32bit イメージ / 64bit イメージに切り替えます。 

   （32bit / 64bit のイメージごとにインストールするマシンや設定を分けることが可能です） 

② 「セットアップ」/「配置」を切り替えます。(次ページ(3)参照) 

③ 「グローバル設定」（デフォルト設定）、「グループ」、「個々のマシン」を設定します。(次ページ(2)参照) 

④ 左側で選択した「グローバル設定」、「グループ」、「マシン」に対しての設定をおこないます。 

ボタンをクリックすると設定を変更することができます。設定するオプションの内容については P.7～

10、P.36 等をご参照ください。 

⑤ 「OK」をクリックすると、変更内容が保存され、オプションエディタが終了します。 

「閉じる」をクリックすると、変更がある場合には保存確認のメッセージが表示され、オプションエディタが

終了します。 

※ オプションエディタの使用方法及び詳細については[ヘルプ]ボタンをクリックしてご参照ください。 

  

「今すぐオプションエディタを起動」を

クリックするとオプションエディタが起

動します。 

  

 

2 

3 

4 

5 

 

1 
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(2) オプションエディタにグループ、マシンを追加する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 マシンをグループにドラッグ&ドロップで移動できます。移動先のグローバル設定/グループ設定で上書

きする場合は右クリックメニューから グローバル設定に戻す / グループ設定に戻す を選択します。 

※2 「インストールするソフトウェア」設定は「グループ」や「マシン」毎にインストールする/しない製品を選択

できます。 

※3 ユーザーとグループの設定が異なる場合はユーザーで設定されている項目が優先されます。 

※4 アドミニストレーティブイメージ特有の各設定は、次ページ(４)をご参照ください。 

 

 

(3) オプションエディタでクライアントのアップグレードタイミングを管理する方法 

新しいサービスパックのアドミニストレーティブイメージ作成後には、オプションエディタで各クライアントのア

ップグレードタイミングの管理、状況の確認をおこなうことができます。 

 

1. オプションエディタで P.34 ②「配置」をクリックします。 

[32]、[64]をクリックすると、それぞれに割り当てられたグループ、マシンの状況を確認できます。 

2. グループ、またはマシンの「インストール可能」列をクリックすると、選択したグループ/マシンのアップグレ

ードタイミングを選択できます。 

 ・現在使用可能・・・該当グループ/ユーザーで次回 SolidWorks 起動時にアップグレードが開始されます。 

 ・使用不可・・・該当グループ/ユーザーに対してはアップグレードが行われません。 

 ・特定の日付と時刻・・・設定した日時以降にクライアントマシンで SolidWorks を起動したタイミングでアッ

プグレードが開始されます。 

  

グループの追加・・・「グローバル設定」枠内で右クリックして

「グループ追加」、または[新規グループ]ボタンをクリックし、

グループ名を入力します。 

マシンの追加 2・・・「マシン追加」ダイ

アログで直接マシン名を入力するか、

または「複数のマシン追加」をクリック

し、ネットワーク上のマシンを参照して

追加することができます。 

テキストからマシン名をコピーすること

も可能です。 

 

 マシンの追加 1・・・「グローバル設定」または参加さ

せたい「グループ」を選択し、右クリックして「マシン

追加」、または[新規マシン]ボタンをクリックします。 
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(4) アドミニストレーティブイメージ作成時の特有なオプション 

 

● クライアントインストレーションオプション 

 メジャーバージョンのクライアントインストールをどの方法で行いますか？ 

クライアントインストールの際に、インストールされている既存バージョンの SolidWorks をアップグレー

ドするか、新規にインストールするかを選択します。(既に SolidWorks 2011 がインストールされている

場合、サービスパックはどちらのオプションを選択してもアップグレードされます) 

 

 SolidWorks 設定をどの方法で適用しますか？ 

クライアントにインストールされる SolidWorks の設定を指定します。 

 

 クライアントインストレーションはどの方法でアクティブ化しますか？  

(▼IM にスタンドアロン版の SolidWorks シリアル番号を入力した場合のみ有効なオプションです) 

このオプションを使用すると、クライアントに SolidWorks をインストール後、クライアントが SolidWorks

を初めて使用する際に、SolidWorks ライセンスのサイレントアクティベーションが実行されます(各クラ

イアントが初回 SolidWorks 起動時にインターネットに接続できる環境にある必要があります。またクラ

イアントからアドミニストレーティブイメージフォルダに書き込み権限が必要です)。アドミニストレーティ

ブイメージ作成完了後にライセンスアクティベーションの連絡情報の入力画面が表示されます。 

 

● アドミニストレーティブオプション 

 各インストレーションで診断ログファイルを作成します(時間がかかります) 

クライアント インストレーションの診断ログ ファイルを作成します。(クライアントからアドミニストレー

ティブイメージフォルダに書き込み権限が必要です) 

 

 別ユーザーとしてインストレーションを実行 

クライアントで管理者権限を持つユーザー名とパスワードを入力し、ログインしているユーザー以外

のユーザーとしてインストレーションを実行できます。 このオプションにより、クライアントでインストー

ル時にログインしているユーザーに管理者権限がなくてもインストールすることができます。 

 

 インストレーションの前（後）に次のプログラムを実行 

インストレーションを行う前（後）に実行するプログラムを参照します。 

※実行するプログラムの指定するパスがクライアントで有効な必要があります。 

 

 クライアントはユーザーパフォーマンスフィードバックプログラムに参加しますか？ 

ユーザーパフォーマンスフィードバックプログラムの詳細については P.14 をご参照ください。 
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3. クライアントへの SolidWorks インストール 
 

(1) アドミニストレーティブイメージを作成したフォルダを共有します。 

 

(2) クライアントに以下のいずれかの方法で通知します。 

a. アドミニストレーティブイメージ内に作成された StartSWInstall.hta ファイルのショートカットを作成し、ショー

トカットをクライアントに配布する。 

b. オプションエディタで「配置」モードにし、[メール送信]ボタンよりメールで通知する。 

c. アドミニストレーティブイメージのパスを通知する。 

 

(3) クライアントで StartSWInstall.hta を起動すると、下記画面が起動します。 

[SolidWorks のインストール開始]をクリックすることにより、SolidWorks のインストールが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. アドミニストレーティブイメージ/クライアントのアップグレード 
 

アドミニストレーティブイメージ作成の際には、イメージを新規に作成する際もアップグレードの際も IM は新し

いイメージを作成します。この作成されたイメージから新規に SolidWorks をインストールすることも可能です。

作成方法は P.5 の①②③の手順となり、新規イメージ作成時と基本的に変わりません。アップグレード時の

違い/ポイントは以下になります。 

 

(1) DVD、Web 等から新しくアップグレードするサービスパックの IM を起動します。（起動方法は P.4 1.2 

「SolidWorks 2011 のインストール」をご参照ください。） 

(2) P.33 (1) において、<新規イメージを既存のイメージの設定とファイルを使用して作成します。>を選択し、

[参照]をクリックして既存イメージの場所を指定します。 

(3) P.33 (3) 「アドミニストレーティブイメージの位置」では既存のイメージの場所ではなく、新規に作成する場

所を指定します。 

 

● アップグレードしたアドミニストレーティブイメージからクライアントの SolidWorks をアップグレード 

(1) クライアントが前回インストールした元のアドミニストレーティブイメージの共有を解除します。 

(2) 新規のイメージを共有し、共有名を元のアドミニストレーティブイメージと同じにします。 

(3) クライアントで SolidWorks を起動するとオプションエディタの設定 P.35 (3)に従いアップグレードが開始さ

れます。 
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付録 困った時は・・・ 
 

1. インストールに失敗する。 

以下をご参照 / ご確認ください。 

A： OS やその他基本動作環境を確認する 

・動作環境ページ 

ソリッドワークス・ジャパントップページ ⇒ カスタマーリソース ⇒ 「動作環境」ページ 
https://supportswj.solidworks.co.jp/pages/services/systemrequirements.html 

・ウィルス検知ソフト （掲載されているソフト、バージョンが違う場合には停止してインストールします） 

ソリッドワークス・ジャパントップページ ⇒ カスタマーリソース ⇒ サポート&ナレッジベース ⇒ 参考資
料 ⇒ アンチウィルス情報 
http://www.solidworks.com/sw/support/AntiVirus_SW.html 

B： ナレッジベースでインストールに関する FAQ を検索する (サブスクリプションサービス契約要) 

ソリッドワークス・ジャパントップページ ⇒ カスタマーリソース ⇒ サポート&ナレッジベース ⇒ ナレッ
ジベース ⇒ SolidWorks CAD ⇒ FAQs ⇒ Administration ⇒ Installation 
例： FAQ タイトル「インストール中のエラー 1722」 

C： 上記ナレッジベースの再インストール手順を参考に再インストールを実施する 

FAQ タイトル 「 SolidWorks の再インストール手順」 

 

上記で解決しない/分からない場合には表示されたエラーコードのメモや画像とインストールログを担当代理

店までご連絡ください。 

 

2. アクティベーションができない。 
  以下をご参照ください。 

A： アクティベーションの基本操作や FAQ を確認する 

ソリッドワークス・ジャパントップページ ⇒ カスタマーリソース ⇒ サポート&ナレッジベース ⇒ 参考資
料 ⇒ 各種ガイド ⇒ ライセンスアクティベーション 
https://www.solidworks.co.jp/install 

B： ナレッジベースでアクティベーションに関する FAQ を検索する (サブスクリプションサービス契約要) 

ソリッドワークス・ジャパントップページ ⇒ カスタマーリソース ⇒ サポート&ナレッジベース ⇒ ナレッ
ジベース ⇒ SolidWorks CAD ⇒ FAQs ⇒ Administration ⇒ Activation 

 

https://supportswj.solidworks.co.jp/pages/services/systemrequirements.html
http://www.solidworks.com/sw/support/AntiVirus_SW.html
https://www.solidworks.co.jp/install

